
【　総　　計　】 (前年対比、単位：％）

【百貨店事業概況】 (前年対比、単位：％）

【店舗別概況】 (前年対比、単位：％）

※大阪店の売上高には和歌山店・堺店の売上高を、京都店の売上高には洛西店の売上高をそれぞれ含みます。

※横浜店の売上高には港南台店の売上高を含みます。 ※立川店の売上高：実質△０．６％

【広域事業概況】 (前年対比、単位：％）

【商品別概況（百貨店協会商品区分）】 (前年対比、単位：％）
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関西地区合計

本年 実質

月前半からの気温低下の影響等で春物衣料などの季節商材の動きが鈍く、後半に売上挽回を
図る各種営業施策を実施。実質ﾍﾞｰｽでは、関東地区合計が前年を0.6％上回ったが関西地区合
計は△3.9％と苦戦し、18店計では前年を△1.2％下回る結果となった。

2004年6月にﾚｽﾄﾗﾝ街の運営を東神開発㈱に移管した立川店の前年数値を調整し、岡山髙島屋・岐阜髙島屋・米子髙島屋・
高崎髙島屋の分社4店を含めた18店計の売上高を前年対比の実質数値として表記しています。

本年 実質
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株式会社

百貨店事業の売上高は前年実績を下回ったが、広域事業（法人事業・通販事業）の好調な売上
の結果、髙島屋総計の実質売上高は前年をｸﾘｱした(前年対比＋0.4％）。
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関西地区では、大阪店はﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝした食料品が好調な一方で婦人服・特選衣料雑貨が苦戦し、前年実績を下回った。京都店
も婦人服の不振や競合店の影響を受けた特選衣料雑貨の不調により前年実績に達しなかった。一方、岡山髙島屋は各種営業施
策やﾘﾆｭｰｱﾙ効果により前年実績を上回った。関東地区ではﾘﾆｭｰｱﾙ効果を発揮した東京店、玉川店、高崎髙島屋の3店が前年実
績を上回った。一方、横浜店では宝飾品・ﾘﾋﾞﾝｸﾞ・食料品が順調であったが、衣料品や競合店の影響を受けた婦人雑貨は不調で
あった。新宿店はﾎﾜｲﾄﾃﾞｰ関連商品を揃えた婦人雑貨・食料品が堅調に推移したが、婦人服の不振により僅かに前年を下回った。
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気温低下の影響等を受ける中で衣料品［婦人服（前年対比△9.0％）、子供服ﾍﾞﾋﾞｰ（同△8.2％）、紳士服（同△3.9％）］は全体的に
低調な推移であった。特選衣料雑貨は、関西地区計（前年対比△13.5％）では前年を大きく割り込んだものの、東京店が全体を引き
上げた結果、合計では同△2.9％であった。ﾎﾜｲﾄﾃﾞｰの関連商品としてはﾊﾝｶﾁやｱｸｾｻﾘｰ等の婦人雑貨の商品群は低迷したが、洋
菓子等の食料品ｷﾞﾌﾄ商品は順調であった。
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法人事業は企業制服等の大型物件の売上計上によって前年実績を大きく上回っ
た。通販事業は、春企画（2/22発行）が55年記念企画商品等の好調もあり、ﾌｧｯ
ｼｮﾝ・ﾘﾋﾞﾝｸﾞともに順調に推移した結果、前年を上回る実績となった。
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